
 

  

「笑顔と元気と優しさあふれる学校」 

校長 今福 眞和 

校庭の桜は満開です。西門の前には、地域の方々が植えてくださるお花畑が色鮮やかです。３月には６年

間の想いを胸に卒業生が巣立って行きました。本年度は９２名の新１年生が入学してきました。新しい年度

のスタートです。この時期はいつもワクワク感に包まれます。 

昨年度１年間でコロナ禍から徐々に平和な日常が戻り、学校での教育活動についても本来の姿に戻りつ

つあります。しかし全てを元に戻すのではなく、変えていかなければならないことも多く感じています。 

令和６年度の世田谷区の教育目標は「幸せな未来をデザインし、創造するせたがやの教育」です。幸せな

未来をデザインするのは子どもたち自身です。その力を身に付けるために学校教育も「教師が教える」授業

から「子どもたちが自ら学ぶ」授業への授業改善が進んでいます。タブレットなどの ICT の活用も一つの

手段です。その他にも「個別最適な学び」「多様性の尊重」「学校における働き方改革」「教員が子どもと

関わる時間の拡充」「教育DXの推進」「登校に困難を抱える子どもたちの居場所作り」など、時代や社会

の変化に応じて学校現場に求められる内容も多岐に渡ります。新しい時代に求められる教育に答えるため

にも、一つずつ変えるべき点を見極めて取り組んでいきます。現時点で本年度の教育活動について変更点の

概要を下記にお伝えしておきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１日の本年度初めての職員会議において、校長として二子玉川小学校の教職員一同に、一番最初に必

ず伝えることがあります。学校経営方針にも書いてありますが、それは 

「子どもたちの行動は、指導者や大人の鏡と言えます。先生や職員のみなさん自身が、毎日を生き生きと過

ごす姿を子どもたちに見せてほしいと思います。まず大人が毎日を笑顔で元気に優しさをもって過ごすこ

とを考えてください。私も校長として実践します。」 

 変えていくことが必要なこともありますが、教育の現場として変えてはいけないこともあります。私たち

教職員は「自分は子どもたちのために何ができるか」を考え、熱意をもって子どもたちに向き合い、子ども

たちの成長を支えていきます。学校にはみんなの笑顔があり、元気いっぱいな子どもたちがいて、大人も子

どももそれぞれが相手を思いやる優しさに満ちています。令和６年度も子どもたちの笑顔と元気と優しさ

が、学校、家庭、地域に広がっていくような学校にしていきたいと思います。 

 一体感をもって二子玉川小学校の子どもたちの育ちを支えていけるように、本年度も保護者の皆様、地域

の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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世田谷区立二子玉川小学校 
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多摩川の学び舎 笑顔と元気と優しさあふれる学校 

１ 電話対応時間の変更 ７：４５～１７：００ 

 けがや事故、緊急の場合は１７時以降も学校から連

絡させていただきます。 

２ 電話番号非通知のお電話はお受けできません。 

 電話番号を通知の上、ご連絡をお願いします。 

３ 通知表の所見欄の見直し 

 １学期 個人面談で報告 

 ２学期 道徳・総合・外国語・日本語の所見 

 ３学期 全体所見  

※キャリアパスポートは毎学期振り返りを行います。 

４ ４つの約束の目標変更 

 「うそをつかない」→「正直な心をもつ」 

 ※１項目、前向きに取り組める目標へ変更します。 

５ 週末（金・土）は宿題なし 

 週末は未提出の宿題など学習の遅れを補うことや、

自分が興味関心のある学習に取り組む時間とします。 

 

 

 

 

６ 土曜授業日の削減 

 年度初めの４月、運動会のある１０月、学習発表会

のある１１月は土曜授業を実施しません。 

（令和７年度はさらに削減予定） 

７ 夏休みプールは実施しない 

 WBGT（暑さ指数）が高い夏休みは実施できないこ

とが多いため、水泳指導は１学期で終了します。 

８ 「教科交換指導」の実施 

 同じ学年内で、単元によっては教科を交換するな

ど、学年体制で指導にあたります。 

９ 校内ホットルームの設置へ向けて 

 登校に困難を抱える子どもたちへ教室以外の居場

所を作ります。しかし現時点では児童を見守る指導員

を配属できない状況です。昨年度に引き続き校長室等

を可能な限り活用します。 

 


